


06町や県の脱炭素化に向けた取り組み

地域脱炭素実現に向けた
再エネ導入戦略の策定
(令和5年1月31日)

調査の結果、町の再エネポテンシャルが
原子力発電1基分の約1,000,000kWと判明

町、事業者や町民が達成すべき目標を定めた計画

2050年までに温室効果ガスの排出量実質ゼロ
を目指すことを宣言

脱炭素社会の推進に取り組んでいくため、町を含
む19の団体で締結

地域で作られた再エネを地元で消費、地域経済の
活性化を目的とした地域エネルギー会社

中泊町地球温暖化対策実行計画の策定
(令和5年３月２９日)

ゼロカーボンシティ宣言
(令和６年３月２５日)

脱炭素まちづくり連携協定の締結
(令和６年３月２５日)

中泊リージョナルパワー株式会社（NRP）
の設立

(令和６年1２月２６日)

青森県自然・地域と再生可能エネルギー
との共生に関する条例

(令和７年７月１日)

県内の自然環境、景観、歴史、文化等と再生可能
エネルギー発電事業との共生を図るための条例



脱炭素先行地域への選定

脱 炭 素 先 行 地 域 と は ？

全 国 か ら 募 集 し た 1 0 2

提 案 の 中 に

選 ば れ た 地 域 で 、

温 室 効 果 ガ ス ( 二 酸 化

炭 素 等 ) 排 出 量 の 削 減

に 取 り 組 み 、

住 民 の 暮 ら し の

質 の 向 上 を 目 指 す 地 域

の こ と で す ！

令和８年２月１３日
中泊町が国（環境省）の

脱炭素先行地域に選ばれました！！





再エネ裨益型地域循環モデルの構築

【取組の４本柱】

1. 中泊リージョナルパワー株式会社による電力供給

２．地域裨益型再生可能エネルギー共創条例の制定

３．地域裨益基金条例の制定

４．兼任集落支援員と連携した「ＮＡＫＡＺＥＲＯ共創アクション」の策定

※裨益とは：ある取組が地域や人に利益をもたらすこと

地域でつくられた電気を地域で使い、地域外への電気料金流出を防ぐ！
 さらに！中泊リージョナルパワーの収益の一部は地域の課題解決に活用！！

地域循環の仕組みをつくるために



電気切替
協力金他

地域裨益金
（収益還元）

【再エネ事業者】

■「地域裨益基金」への拠出

■地元企業の優先活用

■防災協定による災害時支援

中泊リージョナル
パワー株式会社
（電気小売事業者）

【町民・地域団体】

■共創アクション実践による
地域課題の解決

■再エネ電気への切替

【中泊町】

■共創条例の制定

■地域裨益金を基金に積立

■基金を産業振興等へ活用

脱炭素化
活動支援

地域課題
解決

支援・協力
情報提供他

地域裨益基金
の活用

再エネ由来
電気供給

地域裨益金
（収益還元）

出資・協力
人材派遣他

地域裨益
連携協定

ＮＡＫＡＺＥＲＯ
共創アクション

再エネ電気
切替・購入

再エネ電気
販売

再エネ電気
購入

地区住民説明会・災害支援他

住民合意・地元雇用他

再エネ由来
電気供給

再エネ裨益型
地域循環モデル

地域課題
×再エネ裨益
×脱炭素化



再エネ裨益の循環で持続可能な町の実現へ
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